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論 文 

１ 論文題目 
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

－○○○○○○○○○○－【副題がある場合は必ずご記入ください】 

２ インターネットによる公表時期（予定） 
・学位授与から１年以内に公表することが義務付けられているため、記入する年月日は、以下のとおりです。 

9月修了の学位授与日は例年 9月 15日のため、≪学位授与日から 1年後の 9月 14日≫ をご記入ください。 

3月修了の学位授与日は例年 3月 24日のため、≪学位授与日から 1年後の 3月 23日≫ をご記入ください。 

 9999 年 9 月 99 日  

・ただし、記入した日付は学位規則の遵守を明示するための形式的なものであり、学位授与後、公表の準備が 

整い次第、速やかに公表しますので予めご承知おきください。なお、「やむを得ない事由」により特定の 

公開時期にせざるをえない場合は、様式７にその日付をご記入ください。 

３ インターネットによる公表の内容（予定） ※該当に✔印を付ける 

  全文 ☐ 内容を要約したもの 

４ インターネットによる公表の方法 

 
【原則として、以下のとおりご入力ください】 

（１）法政大学図書館「法政大学学術機関リポジトリ」による公表 

（２）国立国会図書館「国立国会図書館デジタル化資料」による公表 
 

５ 内容を要約したものを公表する場合の理由 

 
【「やむを得ない事由」により、全文をインターネット公表できない場合は、 

その事由を詳しく記入してください】 

【備考（３）のとおり、論文を刊行することを理由とする場合は、学位授与後 

１年以内に満たさなければならない要件がありますのでご注意ください】  

 

６ その他 

  

 

備  考 

（１）論文がインターネット公表されていない場合は、公表時期（予定）を記載してください。 

   （２）全文に代えてその内容を要約したものを公表する場合は、その理由を記入してください。 

   （３）論文を刊行することを理由に内容を要約したものを公表する場合は、学位授与後１年以内に ①

論文を発行する、または ②発行計画を書面（出版業者との契約書の写し等）にて届出することが

求められます。これを履行できない場合には、所定の手続きを経て「全文」を公表いたします。 

（記入例） 
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法政大学大学院 

   （４）内容を要約したものをインターネット公表する場合も、本学図書館と国立国会図書館においては

利用者の求めに応じて論文の全文が閲覧等に供されます。 

 


